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第28巻

アメノオシホミミかち神武に至る系譜の形成をめぐって

黒田　　達也　＊

The　For皿ation　of　the　Genea且ogy　fro璽　Ameコooshiho量i孤ino国ikoto　to　Tenno　Jio皿聰

KURODA　Tatsuya　＊

要 旨

　神武天皇の名はカムヤマトイハレヒコというのが一般的であるが，『日本書紀』にはピコホホデミなる名

も伝えられる．ピコホホデミは神武の祖父の名でもあるが，両者は本来同一であり，神武は和魂氏系のピコ

ホホデミと多氏系系譜に関係するイハレピコとが合体されたものとみられる．

　　1．はじめに
　神武天皇以前の『記s『紀』に伝えられる系譜が何

がしかの史実に基づいたものなどとし得ないことは今

更言うまでもない，しかし，天照大神から神武に至る

系譜が何の拠り所もなく造作されたとも考え難いと思

う．アマテラス以後，アメノオシホミミーピコホノ心

耳ギーピコホホデミーピコナギサタケウガヤフキアヘ

ズ，というように，嫡系が「ピコ＋某」形式の名と「

某＋ミミ〈ミ）」形式の名とで占められており，神武

も神武紀即位前条にヒコホホデミが講として記されて

いるが，「ピコ＋某」は和理氏系と関係を有するもの

（拙稿「『ピコ→一三s形式の人・神名とその特徴」『

大阪府立工業高等専門学校研究紀要』25，1991年）で

あり，「ミミ」は多氏系の祖カムヤヰミミに通ずる称

であるからである．

　和珂氏や多氏に関係する人名の形式を有するものが

神武以前に位置づけられていることは，両氏が神武以

前の系譜の形成に関わったことを示しているのではな

かろうか．和珂氏が王統譜の形成に大きく関与したこ

とは拙著『古代の天皇と系譜』（校倉書房，1990年刊，

以下「前著」と記す）の各所で指摘したが，多氏は検

討の対象にもなし得なかった．本稿ではアメノオシホ

ミミ～神武の系譜の形成について，和珂・多両氏を念

頭に置いて検討することにしたい．

　　2．ピコホホデミとその諸子

　先ず，和琿氏に関係する「ヒコ＋某」形式の神名と

それらに関係するものをみることにしよう．

1994年4月ll日　受理

＊　一般教養科（Departmen　t，　of　Liberal　Arts）

　神武の子以前の世代に位置づけられている「ピコ＋

某」形式の神・人名は前記のヒコホノニニギ・ピコホ

ホデミ・ヒコナギサタケウガヤフキアヘズの他に、神

武の兄ヒコイツセ・弟ピコイナヒ（但しイナヒの名で

は神武の兄として現れる）と神武の子ピコヤヰ（『記

』）が知られる．神武皇子のピコヤヰを除いた中では

ピコナギサタケウガヤフキアヘズが例外的である．ピ

コホノニニギが稲穂が賑やかに実ること，ピコホホデ

ミは稲穂が出ることをそれぞれ表す神名を基にしたも

のであり，ピコイツセの「イツセ」は「厳く・斎く」

の「イツ」と神馬の意の「サ」の転である「セ」とか

らなるもの，ピコイナヒの「イナヒ」は稲と，霊を表

す「ヒ」とからなるもので，稲に関係する神名とされ

る（岩波日本古典文学大系『日本書紀』上頭注）のに

対し，ピコナギサタケウガヤフキアヘズは産屋がまだ

完成しないうちに生まれたというような名であるから

である．そこで，ピコナギサタケウガヤフキアヘズを

除けば，その子神武の謹とその父（ピコホノニニギの

子）とが同名のピコホホデミであるので，神武ととも

にピコイツセ・ピコイナビもピコホノニニギの子とし

て位置づけられ得る．即ち，ピコホホデミ以降の世代

のものとして伝えられているもののほとんどが，本来，

ピコホノニニギの子として位置づけられていた可能性

があるということになるのである．

　このような想定は果たして妥当であろうか．そこで，

ピコホノニニギの子として『記』『紀』に伝えられて

いるものから順に見て行くことにしよう．

　〔第1表〕は『記』『紀』に記されるピコホノニニ

ギの子を出典別・異伝別にまとめたものである．出生

の前後関係も問題にするならば，全ての所伝が相異な

っていることになるが，子数は8所伝中5伝が3神で
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〔第1表〕

古事ヨ

日

本

書

紀

書

本文

；：　i

第三

鉦

駄

靴か

第八

1．煽 2．火翻心 工．侍名陥藤「

1●爆倉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・彦リヒ火事見越　　　3。火明争

一 1．燐鉱

「匡彦燃繍　　．

12・燃

ｩ
2．火出鉱名環鈴 3．蜥彦敷謝 1．却胎

2．火齢

，．火司㈱購　　ユ

1．火明含

1．感動倉 2・船守名彦燃購

12．火麟金3．敵識見尊

1．畑倉

L」・禰 ゴ画一
あり，ピコホホデミは，『紀』本文を除いて，全て末

子として位置づけられている．ホノスセリ・ホノスソ

リ・ホノススミは同根の神名とされるもの（岩波『紀s

上頭注）である（以下，原則としてホノスセリで代表

する）が，「一書」の第七の一戸以外，全ての所伝に

現れている．例外の「一云」では，『記』と第二・第

三・第六の「一書」でピコホホデミと同着とされてい

るホノヲリと同根のホノヨリ（岩波『紀2上頭注）と

ヒコホホデミとが相異なる存在とされて，三子となっ

ている．また，ホノアカリは，『記』と第六・第八の

「一書」ではピコホノニニギの子ではなく，その兄と

して位置づけられているが，『記』ではホノアカリの

替わりに他に伝えられないホデリがピコホノニニギの

長子とされ，『紀』の二一ではピコホノニニギの子は

二神という例外的なものになっている．

　『記』『紀』に伝．えられるアメノオシホミミ…ピコ

ホノニニギーーピコホホデミーピコナギサタケウガヤフ

キアヘズという系譜におけるピコホノニニギの子は，

本来，ホノスセリ・ピコホホデミ（ホノヲリ）・ホノ

アカリの三神とされていたのではなかろうか．ホノア

カリがピコホノニニギの兄として位置づけられる所伝

が生じたこと（系譜の変改）によって，『記』と第六

・第八の「一書」に見られるような系譜が形成された

と考えられる．「一書」の第五と第七「一云」とはホ

ノヲリとピコホホデミとが本来異なるものであったこ

とを示す所伝であるが，第五はホノアカリとホノスス

ミ（ホノスセリ）がヒコホノニニギの子として位置づ

けちれていたこと，第七「一云」はピコホノニニギの

　子数が三であったことにそれぞれ基づくと思われる．

　　ピコホホデミの位置づけで唯一の例外は，ホノア

　カリの兄とする『紀』本文の所伝である．ホノアカ

　リは，ピコホノニニギとの兄弟関係では全て兄とし

　て位置づけられていることからすれば，他の所伝の

　如く，ピコホノニ上身と同じ嫡流たるピコホホデミ

　の兄というのが本来の位置づけとみられる，ホノア

　カリがピコホホデミの弟とされる所伝は，ホノスセ

　りとピコホホデミとの争いに関係するのではなかろ

　うか．両者の争いは，詰まるところ，ピコホノ亀戸

　ギの後歯に関わるものであるから，長子と末子，中

　子と末子とが争ったとするよりも，長子と中子との

　争いの方が自然であり，そのために紛争に関与して

　いないホノアカリが末子に位置づけられたと思われ

　るのである．しからば，ホノアヵリとホノスセリと

　の長幼関係は，第三・第五の「一書」に見られるよ

　うな，前者を兄とする所伝が本来のものであったと

　考えられる．「一一一書」の第二に見られるホノアカリ

を中子とする位置づけは，長子が継承紛争に関わった

とするのが自然であることからホノアカリが長子とさ

れたが，その一・一・方でホノアカリをピコホホデミの兄と

する所伝を無視し得なかったことによるものではなか

ろうか．「・・一・一書」の第七の「一云」は，第五の「一書」

からホノススミ（ホノスセリ）を除いたかたちになっ

ている．これは，前述のように，ホノヲリとピコホホ

デミとを相異なる存在とする本来の所伝のままで，ヒ

コホノニニギの子を三神としたことによるとみられる

が，ホノアカリが長子として位置づけられ，ホノスセ

リが見えないことは，後者が長子として伝えられたも

のではなかったことを示しているようにも思われる．

それはいずれにせよ，ピコホホデミが末子とされてい

たことは認め得るであろう．

　以上のように，『記』『紀p，系譜の位置づけにおけ

るピコホノニニギの子は，ホノアカリ・ホノスセリと

ピコホホデミの三神が本来のものと考えられるが，ヒ

コホホデミはホノヲリと同神とされている．ホノアカ

リは火が明るくなること，ホノスセリは火が燃え進む

こと，ホノヲリは火の勢いが折れて弱まることをそれ

ぞれ表し，ピコホホデミの「ホホ」は炎を表すものと

もされ，また，『記』のホデリはホノアカリと同義と

される（岩波『紀』上頭注〉．このような解釈はそれ

ぞれの神名に「火」という字が用いられていることに

よるものである．一方，ピコホホデミの「ホ」の用字

が『記』で「穂」であることか・ら，焔と稲穂とが神名

に重なっているとして，ホデリ・ホノアカリは穂が赤

らむこと，ホノスセリは穂がそそりたつこと，ホノヲ
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リは穂が折れたわむことと相関的であるとも考えちれ

ている（西郷信綱『古事記注釈』第1巻，1976年，平

凡社）．ホノアカリ・ホデリ・ホノスセリ・ホノヲリ

・ピコホホデミは，火中で生まれたとされたことによ

って，火や炎とも関係を持つことになったのであり，

本来はアメノオシホミミやピコホノニニギと同様に，

稲穂に関わる神名であったとみるのが良いように思わ

れる．しからば，ホノアカリ・ホノスセリ・ホノヲリ

は稲穂の成長過程を表す一一一つのまとまりを持つ神名と

考えられるので，系譜形成に際しても，一まとまりと

して位置づけられたとすべきであろう．これに対して，

ピコホホデミは稲穂が出ることに因むもので，ホノア

カリと通ずる神名ではあるが，ホノヲリとは名義の上

では本来結びつかず，また，「ホホ」というように複

数形的で，「ミ」という神霊を表す称も付されている．

要するに現系譜のピコホノニニギの子の中ではピコホ

ホデミという神名が異質のものと言い得るのであるが，

このことはピコホホデミがホノアカリ等と緊密な関係

を有するものとしては本来位置づけられていなかった

ことを示しているのではなかろうか．

　そこで，次ぎにいま一方のピコホホデミ，即ちピコ

ナギサタケウガヤフキアヘズの子＝神武について見て

みることにしよう．

〔第2表〕

古事託 1．五齢 2．駄倉 3．■積日

1

4．蒲毛圏●穿名詮毛沼6穿名楼伊液棍古O

一
ll鰍

1．彦殖6 2．高倉 3．三毛λ馳 4．神日出尊

掛 1．彦通合 2．臓6 3．三毛λ騎 4．晶晶櫓二尊　儲二尊

紅 1．五二 3．楢髄 2．三毛馳 4．縣餌声都躰錬敵畑購

日
　
　
　
士
丁
　
　
　
書
　
　
　
紀

影 1．奮】働 2．1飴 4．紅毛購 3．翻訳1飲畑躰

書

細 1．凝齢 2．珊 4．三釧胎 2．磐雑炊蹴

轍 五二 二二 三毛λ騎 神日高余麟謎火畑見

　上表はピコナギサタケスガヤフキアヘズの子として

伝えられているものを〔第1表〕と同様にまとめたも

のである．神代紀第ll段本文と神武紀即位前条とは連

続し，一つの所伝としてとらえることができるので，

計6種の伝承があることになる．いずれも子数を四人

（神）とすることでは共通するが，それぞれの間で名

や出生順等全て一一致するものは見出せない．ただし，

このことは第11段が系譜的記述のみであるので，当然

のことではある．

　全ての所伝に登場しているのはピコイッセ・ピコイ

ナヒと（カムヤマト〕イハレピコであり，ピコイッセ

は「ピコ」を冠さないものもあるが，全て第一子とな

っている．ミケノ（ヌ）は国論にのみ現れているが，

これと関係するとみられるミケイリノ（ヌ）は三所伝

に見える．ミケノ・ミケイリノのいずれも伝えないの

が「一書」の第三であるが，それらの替hりにワカミ

ケノ（ヌ）が位置づけられている．「ミケノ（ヌ）」

に関係するものも，全所伝に共通するとして良いであ

ろう．ピコホホデミは『記』と『紀』の「一書」第一

とには見えないが，これはピコホノ画一ギの子として

ピコホホデミが位置づけられていることとの関係が考

えられる（後述）．トヨミケヌは「ミケノ（ヌ）」に

通ずるものであるから，サノ（ヌ）だけが孤立的な人

名とも言い得る．

　以上の九人名は，それぞれの名の意味からみて，幾

つかに類別し得ると思われる．

　　　〔ピコ〕イッセ＝瀞に祭った欄　　　　　〔ピコ〕イナヒ＝・醒

　　　ミケノ｛ヌ｝一Mの野　　　　　　　　　イハレピコ＝嫉の王

　　　〔ピコ〕ホホデミ＝麗が出る重　　　　　サノ〔ヌ｝＝禅6の鱒

というようにそれぞれの名義を推定し得るとすれば，

　　　　　　　　　　　　　稲に関係する人名

　　　　　　　　　　　　　　　〔ピコ｝イツセ・　〔ピコ｝イナビ　・

　　　　　　　　　　　　　　　〔ピコ〕ホホデミ・サノ｛ヌ）

　　　　　　　　　　　　　神や天皇への御食を作る

　　　　　　　　　　　　　野に因む人名

　　　　　　　　　　　　　　　ミケノ〔ヌ｝　・ミケイリノ｛ヌ｝　・

　　　　　　　　　　　　　　ワカミケノ（ヌ｝　・トヨミケヌ　・

　　　　　　　　　　　　　　サノ｛ヌ｝

　　　　　　　　　　　　地名に基づく人名

　　　　　　　　　　　　　　イルピコ

　　　　　　　　　　　　という3類に分けられるの

　　　　　　　　　　　　である．これらのうち地名

　　　　　　　　　　　　のイハレピコは，他が穀物

　　　　　　　　　　　　に関係する人名であること

　　　　　　　　　　　　からして，全く異質のもの

　　　　　　　　　　　　と言うべきであり，本来，

他の人名とは直接のつながりを有さなかったとみられ

る，サノは，「稲」と「野」とのいずれに重点を置く

かによって，分類されるところを異にするということ

になる．

　御食（ミケ）をその名に負うものは四人である．ミ

ケノとワカミケノとは，長幼での一対をなす名であり，
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『記』がカムヤマトイハレピコをワカミケヌの亦名と

していることから，元より兄弟関係に位置づけられて

いたとみられる．「一書」の第二と第三とはそれらの

一方のみを位置づけたものであり，『記』のワカミケ

ヌを神武の本名とする所伝は両者を系譜に位置づけた

ことによるのであろう．このことは，ミケノ・ワカミ

ケノと〔ピコ〕イツセ・〔ピコ〕イナヒとの兄弟関係

が本来的なものではないことを示している．トヨミケ

ヌも，『記』に亦名として現れるだけであるので同様

であり，「トヨ」は美称で単に「ミケヌ」などと称す

るのと実質的には変わりがないことかち，ワカミケノ

が神武の名とされたことによって，美称を持つ名とし

て造作されたものということも考え得る．

　ミケイリノは，『紀』本文と「一書」の第一とでは

神武の兄ということで『記』と「一書」の第二のミケ

ノと相通ずる位置にあり，「一書」の第四の位置づけ

は神武の弟という第三の「一書」のワカミケノと共通

する．ミケノとミケイリノとは「イリ」の有無のみの

相違に過ぎない人名ではあるが，単純に両者を同一一の

ものとすることはできないと思hれる．三人名それぞ

れの関係としては，

　a．ミケイリノかちのミケノとワカミケノ等の分立

　b．ミケノ・ワカミケノ等がミケイリノとして合体

　c．ミケノ・ワカミケノ・ミケイリノが元より存在

という三種類の考え方が想定される．

　〔ピコ〕イッセ・〔ピコ〕イナヒ等の系譜にそれら

が位置づけられる段階で，ことさらにミケノとワカミ

ケノとが分立されたというのが第一の想定であるが，

これはワカミケノを神武の名としなければならない理

由が考えられない限り，不可とすべきであろう．従っ

て，第二・第三の想定のいずれかと考えられる．ミケ

イリノの位置づけが神武の兄と弟であるミケノとワカ

ミケノとの双方に通ずること，『記』にはワカミケノ

の訳名としてトヨミケヌが見えるがミケイリノが見え

ないことからすると，ミケイリノは，元よりその名が

存在したとしても，系譜への位置づけはミケノやワカ

ミケノよりも遅れると思われる．ミケイリノも〔ピコ〕

イッセ・〔ピコ〕イナヒ等の系譜には位置づけちれて

いなかったとすべきである，

　「ミケ」に関係する人名は，『記』『紀』に記され

る全ての所伝に位置づけられているにもかかわちず，

〔ピコ〕イッセ関係の系譜とは本来直接の関係がなか

ったとみられるhけであるが，いずれの所伝において

も神武の兄弟が四人となっていることはどのように解

せようか．全ての所伝に共通して現れているものは，

前述のように，〔ピコ〕イッセ・〔ピコ〕イナヒとイ

ハレピコである．ピコホホデミは『記』には見えない

が，これは「削回定実」の結果であり，『記1が基に

した諸史料の中には，イハレピコとピコホホデミとが

合体したものが位置づけられていたものもあったであ

ろう．イハレピコとピコホホデミとが本来異なる存在

とされていたとすれば，この二人に〔ピコ〕イツセと

〔ピコ〕イナヒとを加えて四人となる．イハレピコと

ピコホホデミとが何らかの事情で合体されたことによ

って，「ミケ」に関係する人名が位置づけられること

になったという推測もなし得るようにみえる．しかし，

イハレピコは，他の三人名が稲に関bる名で全く形態

を異にするものであること，兄弟であるイハレピコと

ピコホホデミとが合体される事情が不明であることか

ら，他の三人と兄弟とされていたとは考え難いのであ

る．イハレピコとピコホホデミとの合体は，むしろ両

者それぞれに関わる系譜が合体されたことと関係する

とみるべきではなかろうか．しからば，イハレピコの

兄弟と，ピコホホデミの兄弟の，少なくともいずれか

が四人とされていたことによって，両者が合体された

神武の兄弟も四人とされたという推定がなし得ること

になる．

　ピコホホデミは〔ピコ〕イッセ・〔ピコ〕イナヒと，

稲に因む人（神）名であることにおいて，共通する．

ピコホホデミの兄弟が四人であったと仮定すれば，残

る兄弟の一人として，稲との関係を有する人名という

ことで，「一書」の第一に伝えられるに過ぎないので

あるが，サノに注目すべきであろう．サノが本来の名

であり，大和入りの後にカムヤマトイハレピコと名乗

ったと記されていることは，「イハレピコ」なる人名

が〔ピコ〕イツ二等の兄弟として本来位置づけられて

いなかったことを示すもののようでもあるが，また一

方，サノが〔ピコ〕イツ二等の兄弟とされていたとす

るなちば，サノ→イハレヒコということであるから，

イハレピコの〔ヒコ〕イツセ等の兄弟への位置づけと

サノの排除とが関係することをも示していると思bれ

る．しからば，「ミケ」関係の人名は，サノの替わり

に位置づけられているかたちであることから，イハレ

ピコと同時期に〔ピコ〕イツセ等の兄弟とされたこと

になると思われる．この場合，イハレピコと「ミケ」

関係の人名とが元より兄弟として位置づけられていた

とみると理解し易い，ミケノ・ワカミケノ・イハレヒ

コの如き兄弟系譜が〔ピコ〕イッセ・〔ピコ〕イナヒ

・ピコホホデミ・サノの系譜と合体されたことにより，

サノが排され，ミケノ等が代置されることになったと

考えられるからである．ミケノ・ワカミケノ等とイハ

レピコとが系譜上無関係であったとすれば，ミケノ等
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が神武の兄弟とされた理由が不明となると思hれる．

「イハレピコ」なる人名は「ミケ」とは全く異なる形

式のものではあるが，系譜としてみる場合，元より両

者は兄弟関係に位置づけられていたとすべきであろう．

　〔ピコ〕イッセ・〔ピコ〕イナヒ・ピコホホデミ・

サノが兄弟として考えられるとするならば，それらの

長幼の順についてはどのように想定し得るであろうか．

〔ピコ〕イツセは，全ての所伝で長子とされているの

で，元より長子として位置づけられていたとみてまず

間題はないであろう．〔ピコ〕イナヒは6所伝中4伝

が次子，神武も同じく4伝が末子としているが，

　〔ピコ｝イッセー什ヒーミケ〔イリ〕ノー神武

　　ヒコイッセー什ピー一一神武　　　ワカミケノ

　　イッセ　　　ミケノー一什ピー一神武

　　ピコイッセー神武一ピコイナヒーミケイリノ

という4種類の出生順が伝えられている．

3伝

1伝

1伝

1伝

　ワカミケノやミケイリノが神武の弟として位置づけ

ちれる所伝が存在することは，神武の原型であるイハ

レピコやピコホホデミの少なくともその一方の弟とし

て位置づけられるものが存在したことを示すと思われ

る．また，ワカミケノに当たる位置にあるミケイリノ

を除き，ミケノやミケイリノが神武の兄とされている

ことは，イハレピコの兄として「ミケ」に関係する人

名が位置づけられていたことを示すものであろう．

　神武の兄としての「ミケ」の位置はイナヒの弟（3

伝）と兄（1伝）との二様がある．「ミケ」が〔ピコ〕

イッセ・〔ピコ〕イナヒ・ピコホホデミ等の系譜に後

から加えられたもので，この造作がイハレピコとピコ

ホホデミとの合体に伴うものとみられることからすれ

ば，神武を末子として位置づける場合，イハレピコと

の元の関係から，そのすぐ上の兄（第三子）として「

ミケ」が位置づけられてしかるべきようにも思われる．

事実，「ミケ」を神武の兄とする4所伝のうち3伝が

そのような位置づけになっているのである．しかるに，

「ミケ」を〔ピコ〕イナヒの兄とする系譜も伝えられ

ている．この理由として先ず考えられることは，本来

〔ピコ〕イッセと〔ピコ〕イナヒとの間に誰かが位置

づけられていたということであろう．されば，それは

サノしか挙げられないのであり，サノを幼名とする神

武がピコイツセの弟，ピコイナヒの兄として位置づけ

られる系譜が伝えられていることは，そのことを傍証

しているようでもある．

　しかし，次子であったものの名がその別名として残

されたと考えることは妥当であろうか．それに替わっ

て新たに次子とされたものの亦名として残されるのが

一般であり，類例は前著で幾つか指摘したとおりであ

る，サノは〔ピコ〕イッセ・〔ピコ〕イナヒ・ピコホ

ホデミとは異なる系譜に属したとすべきであろう．

　これまでピコホホデミの兄弟を4人と仮定して考え

てきたのであるが，ここに至って，この仮定は成立し

得ないこととなった．イハレピコの兄弟が4人置され

ていたとすべきことになる．

　前述のように，ミケイリノはミケノやワカミケノよ

りも系譜への登場が遅れるもののようであり，トヨミ

ケヌは，ワカミケノが神武の名とされたことから，美

称たる「トヨ」が冠されたものともみられるものであ

る．このことからすれば，イハレピコの兄弟として本

来性を有するものは、ミケノ・ワカミケノ・サノとい

うことになると思われる．これら4人と〔ピコ〕イッ

セ・〔ピコ〕イナヒ・ヒコホホデミの3人とが合体さ

れて，『記』『紀』に伝えられる様々な系譜になった

のであるが，その合体期の6種類の系譜を基にして，

イハレピコ兄弟の長幼の順を想定することにしよう．

　ワカミケノは末子としてのみ伝えられる．『記』で

は神武の名となっているが，これはミケノとワカミケ

ノの両者が系譜に位置づけられたことによる，「一書」

の第三では神武が第三子であり，ワカミケノが末子と

なっている．この位置づけはイハレピコがワカミケノ

の兄であったことによるものではなかろうか．ピコホ

ホデミは，「一書」の第四以外の全ての所伝で〔ピコ〕

イツセ・イナヒの弟として神武が位置づけられている

こと，本来同一の存在とされていたとみられるピコホ

ノ五胡ギの子ピコホホデミが末子であることから，末

子とされていたとみられるのであり，従って，神武に

弟が位置づけられる系譜はイハレピコのそれと関係す

ると考えられるかちである．

　ミケノは2所伝とも神武の兄，ミケイリノも3伝中

2伝が神武の兄であり，このことからすれば，イハレ

ピコはミケノの弟とされていたという想定は可能と思

われるが，この場合，神武を次子，ミケイリノを末子

とする「・一書」の第四の所伝を如何に解すべきかが問

題となる．ピコホホデミが末子であったとみちれるこ

とからすれば，イハレピコが元の系譜で次子とされて

いたことによると思hれる．イハレピコの本来の位置

に基づいて神武も次子とされたが，イハレピコの兄は，

ピコイッセが神武の兄（長子）として元の位置を保っ

て位置づけられたために，排除されたのではなかろう

か．これに伴い，ピコイツセの次弟であったピコイナ

ヒは第三子，ミケイリノはイハレピコの弟たるワカミ

ケノの如き位置になったとみられる．

　サノは，それが登場する「一書」の第一での位置づ

けかちすれば，末子とすべきようでもあるが，このよ
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うに解するには問題がある．末子であったとすれば，

伝えられる系譜のいずれかに神武以外の末子として位

置づけられていても良さそうなものであるが，神武の

幼名として伝えられるに過ぎないからである，しかし，

本来の末子が系譜の変改によって排除されることは有

り得ることではあるが，「一書」の第三でワカミケノ

が末子として位置づけられていることは不自然であり

同氏である．本来，ワカミケノは，『記』の如く，ミ

ケノとともに位置づけられてしかるべきである．サノ

が末子とされていたのであれば，このような不自然さ

が生じず，サノが伝えちれる系譜（変改後の）にワカ

ミケノの替わりに位置づけちれたはずであり，この不

自然性の中にワカミケノが末子とされていたことが窺

われるように思われる．従って，長子＝ミケノ，次子

＝イハレピコ，末子＝ワカミケノであるから，サノは

第三子として位置づけられていたということになる，

　以上のように，〔ピコ〕イツセ・〔ピコ〕イナヒ・

ピコホホデミと，ミケノ・イハレピコ・サノ・ワカミ

ケノとの二つの系譜が合体されて，神武の兄弟系譜が

形成されたとみられるのであるが，その際にピコホホ

デミ関係の人名は全て位置づけられたのに対し，イハ

レピコ関係は4人という兄弟数の枠内で取捨選択がな

されたようである，ミケノやミケイリノを第三子とす

る系譜は，末子とされた神武の一原型イハレピコが次

子であったことにより，そのすぐ上の兄として位置づ

けられたものであろう．神武を第三子，ワカミケノを

末子とするのは，ピコホホデミが〔ピコ〕イナヒの弟，

イハレピコがワカミケノの兄とされていたことによる．

神武を次子，ピコイナヒを第三子，ミケイリノを末子

とするものは，前述のところと関係するが，イハレピ

コが次子，ピコイナヒが末子でなくワカミケノが末子

であったことによるであろう．ミケイリノを次子，イ

ナヒを第三子とする系譜は，ピコホホデミの末子とい

う位置によって神武が末子とされ，〔ピコ〕イナヒが

ピコホホデミのすぐ上の兄とされていたことかち第三

子とされたことによるものではなかろうか．『記』が

ワカミケヌを神武の名としているのは，それが末子で

あり．ピコホホデミも末子であったことによるとみら

れることは言うまでもないであろう．

　サノがほとんどの所伝に現れないのは，イハレピコ

の兄弟ではあるが．長子でも末子でもなかったことに

よるとみられるのであるが，「一書」の第一で神武の

幼名＝日向時代～即位までの名とされていることはど

のように考えれば良いであろうか．ミケノとワカミケ

ノとに当たるものとしてミケイリノが位置づけられて

いるとすれば，サノは，イハレピコの系譜にあったこ

とと，イハレピコと合体したピコホホデミとサノとが

ともに稲に関係する名であったことによって，神武の

名とされたとみちれるのではなかろうか．「少時山号」

と記されているのは，神武及びその原型そのものでは

ないことによることは言うまでもない，

　〔ピコ〕イッセ・〔ピコ〕イナヒ・ピコホホデミは，

いま一方のピコホホデミがピコホノニニギの子であり，

3人名とも稲に関わる名であるとともに，「ピコ」を

共通して冠していることから，ピコホノニニギの子と

して本来位置づけられていたとみられる．これに対し

て，ミケノ・イハレピコ・サノ・ワカミケノは，サノ

のみが稲に関係する人名であることだけがピコホノニ

山鼠と通ずるに過ぎないのであり，ピコホノニニギの

子として位置づけられていたか否か疑bれる．二人の

ピコホホデミの間にヒコナギサタケウガヤフキアヘズ

が位置づけられていることと，イハレピコ等の系譜が

ピコホホデミ等のそれとが合体されていることとは関

係するのではなかろうか．即ち，ピコホノニニギーピ

コホホデミ等と，ピコナギサタケウガヤフキアヘズー

イハレピコ等という両系譜が一系化され，イハレピコ

とピコホホデミとが合体されたが，その際に，従来の

それぞれの系譜関係が温存されたために，ピコホホデ

ミが分立され，

　　ピコホノニニギー・一ピコホホデミーーピコナギサタケウがヤフキアヘズーイハレピコ赫デミ

という系譜が形成されたと考えられるわけである．

　ピコホノニニギの子としては，本来，ホノアカリ・

ホノスセリ・ホノヲリの一一群と，〔ピコ〕イッセ・〔

ヒコ〕イナヒ・ピコホホデミの一群とが位置づけられ

ていたが，ピコナギサタケウガヤフキアヘズの子をミ

ケノ・イハレピコ・サノ・ワカミケノとする系譜と一

体化される必要が生じたことによって，ピコホホデミ

系の一・群が・イハレピコ系と合体してピコナギサタケウ

ガヤフキアヘズの子とされた。また，ピコホノニニギ

の嫡系とされていたとみられるピコホホデミが，一群

の兄弟の末子という位置づけをもとに，ピコホノニニ

ギの子として残された一群の末子であるホノヲリと合

体されたと思われるのである．

　　3．ピコホホデミ・イハレピコ

　　　　　　　　　　　に至る関係系譜の復原

　前節でみたように，ピコホノニニギの子として3人

ずつ二二に分け得るものが位置づけられ，ピコナギサ

タケウガヤフキアヘズの子として4人が位置づけられ

ていたと考えられるのであるが，ここで妃や生母等も

含めて，いま少し具体的に系譜の復原を追求しよう．

　ピコホノニニギの妃として山神の女が伝えちれるが，
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その名を『記』は再議多至宝売とするのに対し，1紀」

は神代本震九段の本文では鹿葦津姫，亦名神吾田津姫

とし，「一書」の第二・第三では神意田鹿葦津姫，「

一書」の第五では吾田鹿葦津姫，「一書」の第六では

豊吾田津姫として一定していない．言うまでもなく，

コノハナノサクヤヒメという別名も伝えられている（

「一書」の第六のトヨアタツヒメはこの気丈）ことは

周知ところであるが，この神名は美人を表す通称的な

もので，本来的な神名とは考え難い．

　山神の女の名は，「神」や「豊」は神格を表す語や

美称であるかち，

　　　（a）　アタッヒメ　　（b）　カシツヒメ　　｛c｝　アタカシッヒメ

の3種に類別されるとみられる．「アタ」と「カシ」

とはいずれも九州南部の地名もしくは地名であったと

みられるものであり，前者は薩摩国阿多郡阿多重など

として残り，後者は地名としては伝えられていないよ

うであるが，『続日本紀』天平元年7月条に「大隅隼

人姶娼郡少領外従七聖主勲七等加仁君和多利」等が記

されているように，大隅隼人の氏族名となっている．

阿多隼人と大隅隼人とが律令制下でも区別されるもの

であったことからすれば，「アタ」と「カシ」とは相

異なる地名もしくはそれに類するものであったと考え

られる．このような地名やそれに準ずるものを負うア

タツヒメとカシッヒメとが同一神の別称であったと見

なし得るであろうか．本来，相異なる存在とされてい

たと考えるべきものと思われる．

　しからば，ピコホホデミの二欝に分かれる子がアタ

ッヒメ・カシッヒ日車妃それぞれの所生とされていた

とみることが可能であり，そのうちの一群がピコナギ

サタケウガヤフキアヘズの子に位置づけが変更された

ことに伴って，アタツヒメとカシツヒメとが同一神の

別称であるという伝承や，両者が合体されたアタカシ

ッヒメの如き名も生ずることになったとみることもで

きるであろう．しかし，神武等の生母として海神の女

タマヨリヒメが伝えられているのであるから，タマヨ

リヒメについて考えておかなければならない．

　タマヨリヒメは，神武の生母とされていること，神

武の原型の一つがイハレヒコであるから，イハレピコ

の母として本来位置づけられていたことは考えられる

ところである．この場合，タマヨリヒメの姉とされる

トヨタマヒメは，ピコホホデミ妃でピコナギサタケウ

ガヤフキアヘズの母と伝えられているが，イハレピコ

とピコナギサタケウガヤフキアヘズとの関係からして，

ピコホホデミ妃という位置よりも，ピコナギサタケウ

ガヤフキアヘズの母という位置の方を重視すべきであ

ろう．そこで考えなければならないのが，ピコナギサ

タケウガヤフキアヘズの現系譜以前の位置づけである．

　ピコナギサタケウガヤフキアヘズは，「ピコ」をそ

の名に冠していることから，ピコホノニニギやピコホ

ホデミ等「ピコ」を冠する神名と全く無関係に位置づ

けられていたとは思hれない．アマテラスの子とされ

るものは5神もしくは6神であり，それらのうちアメ

ノオシホミミ・アメノホヒ・アマツピコネの3神には

天神であることを示す「天」が冠されているが，「ピ

コ」を冠する名の形態のものは見られない（他はイク

ッピコネ・クマノクスヒ（クマノオ淋ミ｝と神代紀第六段「一

書」第三にのみ見えるヒノハヤヒ》．アメノオシホミ

ミの子の世代で「ピコ＋某」形式の神名が初めて現れ

ているのであるから，ピコナギサタケウガヤフキアヘ

ズはピコホノニ直江ないしはその子の世代に位置づけ

られると思われる．ここで想起されるのがホノアカリ

の位置づけである．前述のように，ホノアカリの本来

の位置はピコホノ訂正ギの子とみられるが，ピコホノ

ニニギの兄という伝承も存在する．ホノアカリがピコ

ホノニニギの兄として位置づけられる系譜が形成され

た理由として，ピコホノニニギの見とされていたもの

の位置が変更されたことが考えられる．ピコホノニニ

ギの兄として本来位置づけられていたものはピコナギ

サタケウガヤフキアヘズではなかろうか．イハレピコ

とピコホホデミとの合体に伴う系譜の変改によって，

ホノアカリをピコホノニニギの兄とする系譜伝承も生

じたとみられるのである．

　しからば，ピコナギサタケウガヤフキアヘズの生母

として位置づけられていたものは，ピコホノニニギが

「降臨」したとする伝承に基づく限り，海神の女など

ではあり得ず，天神の女とみるべきである．しかし，

本来の降臨神がピコホノニニギとされていたかどうか

疑われるところがある．それはアメノオシホミミが本

来降臨すべきところ，その間際にピコホノニニギが生

まれたので，前者に替えて後者を下界に下らせたと伝

えられていることである．この所伝は，本来の降臨神

がアメノオシホミミであり，何らかの事情によってピ

コホノニニギが降臨神とされたことを示しているよう

に思われる．

　このように考えられるならば，アメノオシホミミの

降臨後に海神の女を母としてピコナギサタケウガヤフ

キアヘズが生まれたとされていたとみることが可能と

なるが，逆に，ピコホノニニギがタカミムスヒの女な

いしは孫の所生とされていることが問題となる．弟で

あるものが天神の女を母とするのに，兄が地祇の女の

所生となるからである，兄が海神の女所生であるなら

ば，海と山との対照からして，弟ピコホノニニギの母
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としては山神の女が相応しいであろう．即ち，ピコナ

ギサタケウガヤフキアヘズの生母を海神の女とするな

らば，ピコホノニニギの母は山神の女とされていたと

みるのが妥当であり，ヒコホノニニギの母が天神の出

自とされていたのであれば，ピコナギサタケウガヤフ

キアヘズの母も天神系とすべきであるということであ

るが，いずれの想定を是とすべきであろうか．

〔第3表〕

岳典 生塵名
雷　自］

古事認 万状繍砒赫
　　　　　　一
[肋女

本文 雛F綴 醒山詞【

鋭 一高高齢 脚鳳

鉱 万籔 幽霊鶏倣

日
　
　
ホ
　
　
書
　
　
紀
　
　
神
忙
第
九
慶

鉱 備千預血鮪

G　千千髄

高辮の女

nO二，二二二女

書

靴 ㎜鯨叢
齊R玉亭亭

皷]丹雛

ﾓ高山悔

高熱の女

mbﾌ蔭，磯山女
m纏盤㌍汝

鑛A 天㎜ 建籔倣

Xこの2漸好の

雛i耽漱火龍

勲あり，肱で火

韓榊鑓販る．

　ピコホノニ日嗣の生母については，〔第3表〕のよ

うに，タカミムスヒとのつながりを有することはほぼ

一致しているが，種々の所伝がある．とりあえず生母

名を類別すれば，次のように，4種目なるであろう．

　　A．「万」を有するもの
　　　　ヨロブAタトヨアキツシヒメ，　ヨロヅハタトヨアキツヒメ，　ヨロヅハタヒメ

　　B．「千」を有するもの
　　　　タクハタチチヒメ，チチヒメ，　タクAタチ戸賀ヒメ

　　C．「万」「千」をともに有するもの
　　　　タクハタチチヒメヨロブハタヒメ，　アメヨロブタクハタチハタヒメ

　　D．その他
　　　　タマヨリヒメ，　ニクッヒメ

　Aのヨロヅハタトヨアキツ〔シ〕ヒメは，多くの幡

（織機）を表す「ヨロヅハタ」と稲の収穫が多い意で

ある「トヨアキツ」（岩波『紀』上頭注）というよう

に，共通性のない要素かちなる名であるので，本来的

な神名とは考えられない．Cの神名で，タクハタチチ

ヒ高山ロヅハタヒメはまさしくBのタクハタチチヒメ

とAのヨロヅハタヒメとが合体したものであり，アメ

ヨロヅタクハタチハタヒメはBのタクハタチハタヒメ

にAのヨロヅハタヒメの「ヨロヅ」と天神を表す「ア

メ」とが冠されたものと考えられるので，Cの2神名

も本来的なものとはなし得ないと思われる．A・B・

C3類の中では，　Cの神名を考慮すれば，　Aのヨロヅ

ハタヒメとBのタクハタチチヒメ・タクハタチ口試ヒ

メとが本来性を：有する神名である可能性を有するとす

べきである．チチヒメは，それ自体のみでは意味不明

であり，タクハタチチヒメから「タクハタ」が省略さ

れたかたちの神名と思われる．

　ヨロヅハタヒメとタクハタチチヒメないしタクハタ

チハタヒメとは織機に関係する神名という共通性はあ

るが，「万」と「千」との相違は同一神の別名とみる

ことができないことを示していると思われる．本来異

なる2神名であったものが，何ちかの事情によって合

体されたことにより，Cの如き「万」と「千」ともに

有する神名も生じたのであろう．ただし，両神は，「

万」と「千」との対応性及び「幡」の共有からして，

相近しい関係のものとして元より位置づけられていた

とみられる．そこで，これらとタカミムスヒとの関係

が問われることになる．

　ピコホノニニギの生母の出自に関する10所伝は，

7つの所伝がタカミムスヒの女（オモヒカネは第七段

の「一書」第一でタカミムスヒの息とある），2所伝

がタカミムスヒの孫であり，その他の1所伝がカミム

スヒの女となっている．カミムスヒの関係者とするの

は1所伝のみであり，他は全てタカミムスヒの女・孫

としているので，少なくとも，アマテラスーアメノオ

シホミミーピコホノニニギという系譜においては，誤

伝と見なすのが良いであろう．これらの所伝の中で注

目されるのは，チチヒメをタカミムスヒの女ホノトハ

タヒメの女，タマヨリヒメをタカミムスヒの女ヨロヅ

ハタヒメの女としている2所伝である．ホノトハタヒ

メの「戸」が「万」の誤写（岩波『紀』上頭注）もし

くは誤記であるとすれば，2所伝ともピコホノニニギ

の母を油皿ヅハタヒメの女としていることになる．

　従って，タカミムスヒーヨロヅハタヒメータクハタ

チチ（チハタ）ヒメという系譜の存在も推定されるこ

とになる．しかし，タクハタチチ（チハタ）ヒメに母

名のみが伝えられるというのは少なからず奇異に思h

れる．この系譜を肯定するならば，系譜の変改によっ

て，タクハタチチ（チハタ）ヒメの父とされていたも

のの位置に変動が生じたこと，父の名を明記できない
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第28巻 アメノォシホミミから神武に至る系譜の形成をめぐって

ような事情になったことをその原因として想定せざる

を得ないであろう．前記の系譜に本来性がないとする

ならば，右心ミムスヒの女としてヨロヅ霜露ヒメとタ

クハタチチ（チハタ〉ヒメが位置づけられていたこと

や，タカミムスヒとヨロヅハタヒメとの間の女として

タクハタチチ（チハタ）ヒメが位置づけられていたと

いうようなことが想定されると思われる．

　ヨロヅハタヒメについては，タカミムスヒの女とい

う所伝しか存在しないことから，タカミムスヒの女と

して元より位置づけちれていたとすべきであるとすれ

ば，その配偶者が何らかの事情で本来の位置からはず

されたか，その姉妹としてタクハタチチ（チハタ）ヒ

メが位置づけられていたかのいずれかとなる．いずれ

の場合にしても，ヨロヅハタヒメとタクハタチチ（チ

田島）ヒメは王統譜に関わるものとして位置づけられ

ていたことは確かであろう．しからば，天神としての

両者はアメノオシホミミやピコホノニニギに関わるも

のであったとしか考えられない．そこで両者の想定し

得る位置づけをあげると〔第4表〕のようになる．な

お，姉妹としての関係ではヨロヅハタヒメを姉とした

が，これはヨロヅハタヒメを母とする所伝はあっても，

その逆のものはないことに基づく，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨロヅハタヒ

〔第4表〕　　　　　　　　　　メ・タクハタチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　チ（チハタ）ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　メともにアメノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　オシホミミの妃

　　　　　　　　　　　　　　　　　として伝えられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ていることから

　　　　　　　　　　　　　　　　　すれば，Dが最

　　　　　　　　　　　　　　　　　も慨然性に富む

　　　　　　　　　　　　　　　　　と言い得るので

　　　　　　　　　　　　　　　　　はなかろうか．

　　　　　　　　　　　　　　　　　AとCはアメノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　オシホミミの父

が不明であるという難点もあり，Bはピコホノニニギ

の姉妹でアメノオシホミミの女であったタクハタチチ

（チ電電）ヒメがアメノオシホミミ妃に位置づけが変

更された理由が見出し難いように思hれるからである．

　アメノオシホミミ妃としてタカミムスヒの2女が想

定されるとすれば，一方がピコホノニニギの母，他方

がピコナギサタケウガヤフキアヘズの母とされていた

とみるべきであろう．神代紀第九段の第七の「一書」

の「一云」に見えるタマヨリヒメは，神武の母とされ

ているものと同名である．神武の母タマヨリヒメの姉

トヨタマヒメがピコナギサタケウガヤフキアヘズの母

ヨロヅ国司ヒメ タクハタチチヒメ 両建麟

A アメノオ遮ミミ碗 アメ～オシホミミの難 肚女

B アメノオ沸ミミ覗 ピコホノニニギの鱗 枇女

C アメノオ淋ミミ艇 アメノオ淋ミミ覗 姉罎

D アメノオ添ミミ碗 アメノオンホミミの妃 捧鷹

一云」の所伝は興味深い，「一書」の第七でアメノオ

シホミミの子として現れるアメノキホホオキセ一この

名はピコホノニニギと一一・i致するものではないが一がピ

コホノニニギに当たるものとすれば，弟たるピコホノ

ニニギの母をタマヨリヒメとする関係をもとに，兄の

ピコナギサタケウガヤフキアヘズの母を『記』『紀』

所伝の如くトヨタマヒメとすれば，Dの系譜関係に一

致するからである．「一両」の所伝はDをアメノオシ

ホミミとヨロヅハタヒメ・タクハタチチ（チ臣事）ヒ

メとの本来の関係とみることの正当性を暗示するもの

ではなかろうか．ヨロヅハタヒメがピコナギサタケウ

ガヤフキアヘズの母，タク半長チチ（チハタ）ヒメが

ピコホノ二毛ギの母として位置づけられていたと，長

幼の関係から，推測し得ると思われる．

　ピコナギサタケウガヤフキアヘズがピコホホデミの

子に位置づけが変更されたことに伴って，ヨロヅハタ

ヒメとタクハタチチ（チ思置）ヒメとを同一神とした

り，母と女とする所伝が形成されたのであろう．しか

し，ピコホノニニギの母がタクハタチチ（チハタ）ヒ

メであったとすれば，ヨロヅハタヒメを母とする系譜

も生じた理由が言われる．明確にはし難いが，三口ミ

ムスヒーヨロヅハタヒメ一望クハタチチ（チハタ）ヒ

メという系譜が形成されたことにより，タカミムスヒ

の女がピコホノ国恥ギの母であるところがら，ヨロヅ

ハタヒメがピコホノニニギの母とされたと考えられる．

　ところで，ヒコナギサタケウガヤフキアヘズが天神

を母としたとみられるのであるから，それを海神の女

所生とする『記』『紀』の伝承は，ピコホホデミの子

にピコナギサタケウガヤフキアヘズが位置づけられた

ことによって形成されたと考えられる．そこで，次に

海神の女をピコホノニニギ系に関わるものとみて，ピ

コホノニニギ関係系譜を考えることにしよう．

　分立以前の本来のピコホホデミの生母としては，ピ

コホノニニギ妃として想定し得る前述のアタツヒメ・

カシツヒメや，神武の母として伝えられるタマヨリヒ

メ等が考えられるが，ピコホホデミ妃として伝えられ

るトヨタマヒメはタマヨリヒメの姉とされている．タ

マヨリヒメとトヨタマヒメとは，「タマ｛玉＝魂）」を

共有していることから，相近しい血縁関係のものとし

て元より位置づけられていたとみられるが，伝えられ

る両者の姉妹関係が本来のものであるかどうかは疑わ

しいように思われる．神武の原型の一方としてのピコ

ホホデミの妃であるトヨタマヒメがヒコホホデミの父

ピコホノ曲調ギ妃で，ピコホホデミの母であるタマヨ

リヒメの姉という関係になるからである．ピコホホデ

ミが分立され，両者の間にピコナギサタケウガヤフキ
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アヘズが，またその妃としてタマヨリヒメがそれぞれ

位置づけられたことに伴い，トヨタマヒメとタマヨリ

ヒメとの関係も変更されたとみるべきではなかろうか．

　ト円山マヒメの『記』『紀』系譜形成前の位置づけ

として想定し得るものは，次の3種である．

　　A　タマヨリヒメの姉ではなく妹

　　B　タマヨリヒメとヒコホノニニギとの間の女

　　C　タマヨリヒメの姪，海神の女

　Aはタマヨリヒメとの伝えられる姉妹関係を重視し

たもので，姉と妹とが父子それぞれの妃として位置づ

けられている例が他にも見られることによる．Bはピ

コホホデミを中心にしてみれば，トヨタマヒメがピコ

ホホデミと同世代，ピコホノニニギの子女の世代にな

ることに基づき，「タマ」を共有することから，海神

とのつながりよりもタマヨリヒメとのそれの方を重視

したものである，この場合，トヨタマヒメがピコホホ

デミ妃であるためには，両者は異母関係としなければ

なちない．Cは，　Bとは逆に，海神との関係の方によ

り比重をかけたものであり，海神とタマヨリヒメとの

関係は，タマヨリヒメとトヨタマヒメとの名の類似性

及びタマヨリヒメとヒコホノニニギとの婚姻関係（同

世代）からすれば，兄弟や姉妹とならざるを得ない．

　以上の三つの想定の中で，先ずCについては，これ

が海神がイザナキ・イザナミが生んだ海を象徴する神

であることから，不可とすべきものであろう，

　Aの想定で，タマヨリヒメをピコホホデミの母，ト

翻心マヒメをピコホホデミ妃とすると，このピコホホ

デミと同じ婚姻関係が伝えられているものに面訴（「紀

1本文｝・ピコイマス｛『記1｝・ワカヌケフタマタ｛剛・

用明・草壁・聖武があるので，Aは可能性のある想定

と言い得る．しかし，問題がないというわけでもない．

「ピコ＋某」形式の人・神名は，少なくとも何ちかの

かたちで，和議氏に関bるものであるが，具体的な王

統譜の形成が行bれた継体朝以降の和現氏系に関係す

る系譜には同形式のものが見られないかちである．ま

た，緩靖・ピコイマス・ワカヌケヌタマタは実在性を

見出し難いものであり，それぞれの系譜は造作による

ものであるが，現存のそれらはいずれも和誌面を中心

として形成されたものが，蘇我政権期の「天皇記」編

纂をはじめとして変改されたものである．

　ピコホホデミとトヨタマヒメとが異母兄弟姉妹とな

るBも，仁徳・敏達・用明・オシサカノピコヒトノオ

ホエに類例が見られるので，慨然性はある．しかし，

この場合には，女であったトヨタマヒメが生母であっ

たタマヨリヒメの姉とされるに至った過程と，タマヨ

リヒメがピコホホデミの母ではなかったことになるた

めピコホホデミの母を誰とみるかということが問題と

なる．後者については，とりあえず，ピコホノニニギ

妃として伝えられるアタツヒメ」カシッヒメのいずれ

かと考えることは可能である．

　前者の問題については，ピコホホデミとトヨタマヒ

メとが同母であるならば，分立された一方のピコホホ

デミ｛神武｝がピコナギサタケウガヤフキアヘズの子と

されたことに伴い，分立前のピコホホデミの母とされ

ていたタマヨリヒメがピコナギサタケウガヤフキアヘ

ズの妃とされ，この際に，ピコホホデミとの関係では

ピコナギサタケウガヤフキアヘズの女としても位置づ

けられ得るトヨタマヒメが，ピコナギサタケウガヤフ

キアヘズの母とされたことにより，海神の女，タマヨ

リヒメの姉として位置づけられることになった，とい

う推測は可能である．しかし，ピコホホデミとトヨタ

マヒメとは異母とみなければならない．異母の場合は，

ピコホホデミ妃トヨタマヒメの母であるタマヨリヒメ

が，ピコナギサタケウガヤフキアヘズがピコホホデミ

の子として位置づけられたことに伴って，ピコナギサ

タケウガヤフキアヘズ妃，神武の母，トヨタマヒメの

妹として位置づけられたことになるが，ピコナギサタ

ケウガヤフキアヘズや本来のピコホホデミに直接関係

しないタマヨリヒメがそれらの妃や母として位置づけ

られた理由が不明である．ヒコナギサタケウガヤフキ

アヘズ系がピコホノ日田ギ系と合体したことによって，

前述のように，ピコホホデミが分立されるとともに，

一方のピコホホデミが本来異なる一群であったホノヲ

リの亦名のかたちで位置づけちれ，ピコホノニニギ妃

とされていた山神の女2神が合体されたとみられるの

であるから，系譜変改の際に，分立された他方のピコ

ホホデミ1神武｝の母として，本来のピコホホデミの母

が位置づけられるべきであったようにも思われる．

　以上のように，トヨタマヒメとタマヨリヒメとをピ

コホノニニギ系に関わるものとした場合の本来のトヨ

タマヒメの位置づけについての三つの想定では，Aが

比較的に穏当のようでもあるが，これとても問題がな

いというわけではない．しかも，海神の女をピコホノ

ニニギ系にのみ関hるものとすれば，ピコナギサタケ

ウガヤフキアヘズの妃として位置づけられていたもの

が見当たらないことにもなる．

　ピコホノニ出盛が山神の女を妃としていることとの

対照からしても，やはりピコナギサタケウガヤフキア

ヘズの妃として海神の女が位置づけられていたとみる

べきではなかろうか，神武の母がタマヨリヒメである

から，神武の原型の一つイハレピコはピコナギサタケ

ウガヤフキアヘズとタマヨリヒメとの間の子として位
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第28巻 アメノオシホミミから神武に至る系譜の形成をめぐって

言づけられる．トヨタマヒメはピコホホデミ妃として

伝えられているので，ヒコホホデミ妃とする必要があ

るが，タマヨリヒメとの関係はどうであろうか．現存

系譜に従ってタマヨリヒメの姉とみることは，世代関

係等かちして，まず不可とすべきであろう．タマヨリ

ヒメの妹としても異世代婚となる．イハレヒコ等とと

もにタマヨリヒメの所生とみてはどうであろうか．し

からば，トヨタマヒメとピコホホデミとの婚姻関係に

よって，ピコナギサタケウガヤフキアヘズ系とピコホ

ホデミ系とが結びつくことになる．ピコナギサタケウ

ガヤフキアヘズがタマヨリヒメとの婚姻関係を保ちな

がらピコホホデミの子とされたことによって，タマヨ

リヒメとトヨタマヒメとの本来の関係が変改されたが，

この際に，タマヨリヒメがトヨタマヒメの妹として位

置づけられたのは，ピコナギサタケウガヤフキアヘズ

と同世代，トヨタマヒメとも血縁関係を持つものとす

るならば，ピコナギサタケウガヤフキアヘズと同母兄

弟姉妹婚になることによるのではなかろうか．

　ピコホノニニギ妃として想定したアタツヒメとカシ

ッヒメは，上述のところがらすれば，二群に分けられ

るピコホノニニギの子の母とされていたとみて問題は

ないであろう．『記』や神代紀第九段の「一書」第二

に，山神がイハナガヒメも妃どして差し出したが，二

二によってピコホノニニギが送り返したことが記され

ている．まさしく造作による説話であるが，この説話

にピコホノニニ二二として本来山神の女2神が位置づ

けられていたことが反映しているようにも思われる．

アタッヒメとカシツヒメのいずれがピコホホデミ群の

生母とされていたかということであるが，神武が阿多

のアヒラ〔ッ〕ヒメを妃としていることとの関係でも

二様に解し得る．阿多を重視すればアタツヒメが生母

として妥当のようではあるが，大隅国姶娼郡に関係す

るアヒラ〔ッ〕ヒメに重点を置くと大隅に関わるカシ

ツヒメの方が良いようにも思hれる．従って，明確に

はし難いとしなければならないのであるが，神武紀の

出自氏族名や出自地域とされているものから，アタッ

ヒメをピコホホデミに関係するものとみておきたい．

本節及び前節での検討に基づいて，アメノオシホミ

ミから神武に至る系譜を復原すれば次の如くである．

タカミムスヒ

海神

ヨロ弥タヒメ

ア〃 舛ミミ

一舛ヨ

タクハタチチ（チ山詞｝ヒメ

山神

ヨリヒメ

『
一

耀サタケウ】狩フキアヘズ

cヒメ

｝
一
一

一

ミケ1｛ヌ｝

IAVtコ

サノ｛」）

ワカミケノ〔ヌ｝

トヨタマヒメ

　　　　　　　　　ホノアオリ

　　　　　　　　　ボノスセリ

　　　　　　　　　ボノヲリ

ヒコホノニギ

晶rE：；1　
一ピコホホデミ

　　4．神武天皇の成立をめぐって

　　　　　　　　一むすびにかえて一一

　アメノオシホミミからピコナギサタケウガヤフキア

ヘズ系とピコホノニニギ系との二二に分かれていた系

譜が合体され，

　　　ア”オシホミミーヒ琳ノニニギーヒ璽］

　　　　［、，ナギ棚ヤ，キ，蚊＿鰍，ホホデ、

と一系にまとめられた事情はどのように想定し得るで

あろうか．このことについて検討してむすびにかえる

ことにしたい．

　ピコナギサタケウガヤフキアヘズがピコホホデミの

子として位置づけられたことは，ピコホノニ口証の子

のピコホホデミ系の一群の全てがピコナギサタケウガ

ヤフキアヘズの子とされたのに対し，ピコナギサタケ

ウガヤフキアヘズ自身の子とされていたものの全てが

変改後の系譜に位置づけられたbけではないことから，

ピコナギサタケウガヤフキアヘズ系がピコホノニニギ

系に吸収されたことを意味すると思われる．「ピコ＋

某J形式の神名であるピコホノニニギ・ピコホホデミ

等は和瑚氏に関bるものとみられるが，ピコナギサタ

ケウガヤフキアヘズは「ピコ」を冠しているとはいえ，

同様には考え難い．ピコホノニニギとの関係で「ヒコ」

が冠されたに過ぎないと思われるが，このピコナギサ
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黒　田　達　也 大阪府立高専研究紀要

タケウガヤフキアヘズなる神名の作為は，イハレピコ

等を和珊氏と関係するピコホノニニギ系と結びつけ，

前掲の如き系譜関係を造作するために行われたと考え

られる．しかし，イハレピコ等を王統譜の中に位置づ

けるだけであれば，必ずしも前掲の如きいhば二系に

分かれる系譜でなくとも良かったはずである．ピコナ

ギサタケウガヤフキアヘズーイハレヒコ系は和珂氏と

は異なる氏族と関わるものであったのではなかろうか．

　アメノオシホミミは，稲穂に関係する神名であるこ

とにおいては，ピコホノニニギ等と相通ずるものであ

るが，名の形式が「某＋ミミ」で異なる．「某＋ミミj

形式の名としては，タギシミミ・キスミミ・カムヤヰ

ミミ・カムヌナカバミミ・オキシミミが他に皇族とし

て伝えちれている，この5人は継体～敏達の系譜を基

に，タギシミミー継体，ヤヰミミー安閑，ヌナカバミ

ミー宣化，キスミミー欽明，オキシミミー一敏達という

対応関係で本来位置づけられており，多氏系と関係を

有するものであることは前著で説いた．このことから

すれば，アメノオシホミミは多氏と関わるものと考え

ちれるように思bれる．崇神と孝昭との分立が多血系

の始祖系譜の変改と関わることも指摘したが，降臨神

が多氏と関係するアメノオシホミミから和面影に関わ

るピコホノニ義血に変更されたことは，多面系の始祖

系譜の変改と通ずるものではなかろうか．

　降臨神をピコホノニニギに変更するとすれば，海神

を妃とするピコナギサタケウガヤフキアヘズはそれよ

りも後に天降ったとしなければならない．この際，兄

が遅れて降ったというのは不自然であることかち，ピ

コホホデミの子としてヒコナギサタケウガヤフキアヘ

ズが位置づけられ，既に形成されていたピコホホデミ

とその子以下との系譜関係を温存するべく，ピコホホ

デミが分立されてピコナギサタケウガヤフキアヘズの

子として位置づけられたと考えることもできるであろ

う．しかし，これだけの理由であるならば，ピコナギ

サタケウガヤフキアヘズの子として，元よりその子と

されていたミケノ（ヌ）・イハレピコ・サノ（ヌ）・

ワカミケノ（ヌ）の全てが位置づけられていてしかる

べきである．イハレピコの兄弟系譜が解体されたとも

言い得る状況であることからすれば，この系譜の変改

は，降臨神の変更に伴うものとみられることは言うま

でもないが，ピコナギサタケウガヤフキアヘズ系がア

メノオシホミミと同じ多氏系に関bるものであったと

いうことにもよるのではなかろうか．

　しからば，分立された一方のピコホホデミが解体さ

れ，しかもイハレピコの方が「天皇」としての正式な

名の如くであることの理由についてはどのように考え

得るであろうか．イハレピコが重要な位置に元よりな

かったのであれば，このような変改の結果になったと

は考え難い．前著で，神武の原型としてのイハレピコ

とピコホホデミとを区別しなかったが，和珊氏系・蘇

我氏系・多氏系それぞれの始祖を仁心・孝昭の原型で

ある大王と兄弟とするために，イハレピコがそれらの

父として位置づけられたと考えた，このような位置に

イハレピコがあったのであれば，イハレピコはピコホ

ホデミよりも重要なものであり，このことが上記の如

き系譜の変改となった理由とみることが可能である．

　しかし，これは今の段階では全くの想像に過ぎない．

神武がイハレピコとピコホホデミとが合体されたもの

と考えられることになった現在，それぞれの後喬がど

のように系譜に位置づけられていたかということにつ

いての再検討が先ず要求される．これらの課題は別稿

で果たすこととし，本稿はアメノオシホミミから神武

に至る系譜の復原を行ったということで面隠すること

にしたい，

〈付　記〉

　「『三輪王朝』は存在したか」（『新視点日本の

　歴史A第2巻古代編1新人翻訳来社1993年刊）

　なる小文で前掲の復原系譜を何の検討も加えずに

　掲載している．本稿はその論証である，
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